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あらまし：出欠管理システムを大学で導入するにあたり，学生にとって最適な環境を検討する．学生証と

カードリーダを用いた出欠管理システムは，学習環境に導入する際，他の方法と比較して，学生にとって

適切なものとなるか．もし問題があれば，どう取り除くかについて考察する．また，学生が自身で出欠状

況や学習結果を視覚的に把握することで，大学へ行くことそのものにモチベーションが高められ，また学

習時間の確保につながる仕組みについて考察する．  
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1. はじめに 
我々は以前，大学生の安心安全な大学生活の実現

に ICT を有効活用する仕組みについて提唱した(1) ．	
 

そこで提唱した学生証とカードリーダを使用した学

生の出欠席データを取得する仕組みを，学習環境の

デザインに活かすことを考える．その為には，出欠

情報の取得方法が学生にとって良い方法であるか，

また取得後に，学生の大学での学習行動の促進につ

ながる活用につなげていくよう，検討が必要である．  
しかし，一般的なライフログ取得に関する心理的

抵抗の調査や研究は少なく(2) ，また出欠管理と連動
した教育実践についての活用の知見も少ない(3)．そ

のため，我々は出欠管理システムを導入した学習環

境のデザインに必要な課題を調査することとした． 

 

2. 本研究の目的と課題 
本研究には，「規律ある学生生活と自主的な学習習

慣を獲得させ，それを「学習時間の確保」につなが

る仕組みを構築する」という大きな目的がある．そ

の中で，まず，「学生が授業に出席した活動履歴を見

える化し，学生が自身の状況を把握し，また，教員

が指導に活かす仕組みを構築すること」を目的とし

て，研究を進めることとした．この仕組み作りには，

出席データをシステムで採取することが必要不可欠

である．そのため次の 2つの課題を設けた． 
課題 1）出席を取る方法として，学生が受け入れや
すい方法はどのようなものか． 
課題 2）学生の出欠情報を学生へフィードバックす
ることは有効か. 

 
3. 課題の検証内容 
3.1 課題の検証環境 
	
 検証環境は，課題 1については,2学部合計 2教室
にカードリーダを設置し, その教室を使用する学生
に授業前に学生証をタッチするよう通知した.期間

は 2013年 4月 15日から 5月 17日までとした．課題
2については,2011年の 1年間，1つの授業で持ち運
び式のカードリーダを使用し,授業前に学生が学生
証をタッチするようにした. 
3.2 課題 1の確認項目 
まず，課題１の確認項目として，実際に出欠管理

を体験した学生に，質問紙を用意した．内容は，「授

業の出欠をカードリーダと学生証で取る方法につい

てどう思いますか」について，3 択の回答を用意し
た．また次に，「学生証をカードリーダにかざし，情

報を提示することについて，心理的な不安や抵抗が

あったか」について 4択の回答を用意した．また，
学生証以外を使用した出席情報取得について，心理

的な不安や抵抗があるものを複数回答可で選択肢に

用意し，理由を記述する自由回答欄を設けた． 
3.3 課題２の確認項目 
次に，課題 2は，課題 1同様に，実際に出欠管理

を体験した学生に，質問紙を用意した．内容は，「自

身の出欠情報を学生ポータルで確認することを利用

したいか」というもので 2択の回答を用意した．ま
たそれぞれ理由を記述する自由回答欄を設けた．次

に「授業の出欠を取るだけがよいか，他の機能は必

要か」についての質問も用意し，回答として，「自身

が出席情報を確認したいか」，「全授業の一括閲覧を

したいか」を選択肢に用意した． 
 

4. 課題の検証結果と考察 
4.1 課題 1の検証結果と考察 
課題１については，質問紙に 441名が回答した． 
はじめに，質問の「授業の出欠をカードリーダと

学生証で取る方法についてどう思いますか」につい

ての回答結果は，表 1の通りとなった． 
「良いと思う」に回答した学生が最も多く 50.1%

であり，「どちらともいえない」に回答した学生が

38.3%，また「良くない」と回答した学生が 11.6%と 
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表 1カードリーダを用いた出欠管理はどう思うか 
 	
 	
 	
 	
 	
 回答率(%) 
選択 
回答 

良い	
  	
 どちらとも 良くない 
50.1 38.3 11.6 

 
少なかった．結果をカイ二乗検定すると，回答内で

統計的優位差が確認された．(χ2=22.64，p<0.001) 
	
 「良くない」という回答が極端に少なかったこと

から，学生証とカードリーダを用いた出欠について，

出欠を取る方法として学生にも感触が悪くないこと

がいえる一方で，特に「どちらともいえない」を選

択した層の学生に，ログを取得することによるメリ

ットを感じ取ってもらう必要性があるといえる． 
	
 次の質問の，「学生証をカードリーダにかざし，情

報を提示することについて，心理的な不安や抵抗が

あったか」についての回答結果を示す． 
 
表 2カードリーダを用いた出欠管理の心理的抵抗 

 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 回答率(%) 
 選択 
 回答 

あった 少しあっ
た 

ほとんどな

い 
ない 

4.4 9.0 28.0 58.6 
 

	
 結果は，心理的抵抗が「ない」と回答する学生が

最も多く 58.6%であった。また，「あった」「少しあ
った」と回答した学生を合わせた比率は 13.4%と低
い結果となり，回答内で統計的な優位差が確認され

た．	
 (χ2=74.48，p<0.001) 
	
 また次に，学生証を用いた出欠管理システム以外

の出欠管理の仕組みについての心理的抵抗感を確認

した結果を示す． 
	
 

	
 表 3 認証方法の違いによる心理的抵抗の比較   
  

	
 	
 	
 	
 認証方法 
 

  回答率(%) 
心理的抵抗が

ある 
1 学生証をタッチする方法 13.4 
2 携帯電話をタッチする方法 37.7 
3 指紋等の生体認証を使用す

る方法 
32.4 

4 ICタグを付け教室のセンサ 
ーを用いた方法 

51.6 

(複数回答) 
	
 学生証の使用で抵抗があるのは 13.4%であったの
に対し，携帯電話の場合は 37.7%，指紋等の生体認
証の場合は 32.4%，ICタグを付け教室のセンサーを
用いた場合は 51.6%であった．この結果から，学生
証を用いた出席管理システムは，他の認証システム

と比較して心理的抵抗が低いことが示唆された． 
 
4.2 課題 2の検証結果と考察 
課題 2については，質問紙に 252名が回答した．

はじめに，「出欠状況を学生ポータルで確認すること」

についての回答結果は，表 4の通りとなった． 
 
表 4出席状況の確認を自ら実施したいかについて 

 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 回答率(%) 
 選択 
 回答 

利用したい 	
 利用したくない 
87.3 12.7 

 
	
 結果は，「利用したい」と答えた学生が 87.3%と多
く，さらにその中で，自身で出欠情報を確認するの

が便利であると答えた学生が 63.1%，教員に聞かず
に良いと答えた学生が 51.3%と多い結果となった．
この結果は，学生が主体的に各自のタイミングで出

欠情報を把握することを望んでおり，学習を効率的

に行う手助けになる可能性を示唆している． 
	
 また，「授業の出欠を取るだけがよいか，他の機能

は必要か」についての回答結果は表 5に示す． 
 
表 5 出欠情報と他の機能への発展について 

 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 回答率(%) 
 選択 
 回答 

出欠を取るのみ 他の機能への発展 
58.7 41.2 

 
	
 「出欠を取るのみでよい」と回答した学生は 58.7%
であり，他の機能への発展を希望した学生は 41.2%
であり同じくらいの回答率であった．特に他の機能

への発展を希望する学生の中では，全授業の一括閲

覧を希望する学生が 40%であった．授業の全体の出
欠状況が視覚的に，また一元的に確認できる仕組み

を作成することのメリットが示唆される． 
 
5. おわりに 
課題の考察により，学生証とカードリーダを用い

た出欠管理システムは学生にとって受け入れやすい

仕組みであることがいえた．また出欠管理システム

が全授業で使用されることを活かし，包括的に出欠

情報が提示可能な仕組みの必要性が示唆された． 
今後の課題については，出欠管理以外の学内での

施設利用などのログ取得を行う際にもどのような取

得方法が適しているかを調査する．また，視覚的な

提示については，具体的な内容について構築すると

ともに，こうした取り組みが実際に学生の学習時間

の確保につながったかどうか検証を進めたい．また，

学内の他のシステムとの連携を含めた一層の効果的

な学習時間の確保も検討していく． 
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